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令和５年度　
第１回　丸亀市保健医療推進委員会
令和5年度
『第２次丸亀市健康増進計画「健やか まるがめ２１」』推進状況等
　　丸亀市
１．『第２次丸亀市健康増進計画「健やか まるがめ２１」』の基本理念
（後期計画冊子5ページ）
※以降ページ数のみ記載
「みんないきいき　わがまち丸亀」
市民が元気でこころ豊かに過ごせる丸亀市を目指す。
２．施策体系（P8）
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１　生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底　
（１）糖尿病　（P46～48）
（３）循環器疾患　（P51.52）
	令和４年度の実績　＜主な取り組み＞より

	1 生活習慣の改善促進
・糖尿病予防について市役所、図書館で糖尿病予防の啓発展示を実施、市広報に記事を掲載。
・集団特定健診時に、AGEs（体内糖化度）測定、減塩みそ汁の試飲、運動の動画を活用し、食事や運動等の保健指導を実施。【AGEs（体内糖化度）測定と保健指導の実施者数：429人】

2 小児生活習慣病の予防
・「丸亀市の健診から分かるこどもとおとなの健康」チラシを配布。
【小学４年生：1049人、小学６年生：1061人】
3 特定健康診査及び特定保健指導実施率の向上
・35歳からの丸亀市国保特定健診（35～39歳の国保加入者を対象）を集団健診で実施。【受診者数：79人】
・新規国保加入者に受診券を送付。
・商工会議所だよりの折り込みや企業でのチラシ配布による啓発。
【特定健康診査受診率：38.4％（速報値）】

・特定保健指導の教室に、日程が合わない等で参加できない対象者に、オンライン保健指導の案内や地区担当保健師等が訪問して保健指導を実施。【オンライン保健指導：4人、地区担当保健師による訪問：6人】




	令和５年度の取り組み

	

	①生活習慣の改善促進

・通年：地域でのあらゆる機会を捉えて、特定健診等の受診啓発の実施中。
・11月14日の世界糖尿病デーにあわせて、市役所1階、中央・飯山・綾歌図書館で糖尿病予防の啓発展示を実施した。
・11月：市広報に糖尿病予防についての記事を掲載。

・35歳からの特定健診受診者に対して、食育SATシステムを活用した保健指導やAGEs（体内糖化度）測定を実施し、日頃の生活習慣を振り返るきっかけとした。AGEｓ測定後は砂糖・脂・塩のフードモデルや運動の動画を活用し、食事や運動等の保健指導を実施している。
②小児生活習慣病の予防

・「丸亀市の健診から分かるこどもとおとなの健康」チラシを市内小学4年生と6年生に配布。
③特定健康診査及び特定保健指導実施率の向上

・国保新規加入者に丸亀市国保特定健診の受診券を送付中。
・ハガキやプッシュ通知による未受診者勧奨を実施。
・集団健診受診者を対象とした健診結果説明会を実施。

・若年の動機付け健診として、35～39歳の市国保加入者を対象とした35歳からの丸亀市国保特定健診を
集団健診で実施中。

・市国保加入世帯に送付される「国保だより」に、集団特定健診・特定保健指導の啓発記事を掲載。
・希望者にはオンラインでの特定保健指導を実施。

・特定保健指導の教室に、日程が合わない等で参加できない対象者には地区担当保健師等が訪問して保健指導を実施中。

4 重症化予防

・KKDA（香川県国保データ分析事業）より、特定健診等の結果から糖尿病の重症化予防を図るため、受診勧奨・保健指導の対象者に通知。
・KKDA（香川県国保データ分析事業）より、慢性腎臓病の早期発見・早期治療を促すため、受診勧奨・保健指導の対象者に通知。保健指導対象者には、腎臓サポート教室を開催し、生活習慣改善の意識づけを行う。
⑤歯科保健対策の充実
・KKDA（香川県国保データ分析事業）より、歯周病の自覚症状を持つ人が、適正な歯科医療や歯科指導を受け、歯周病による糖尿病の重症化予防を行うため、受診勧奨・保健指導の対象者に通知。

・歯科医院での歯周病検診受診者に、歯周病予防のパンフレットを配布。
5 関係機関との連携

・丸亀商工会議所の会員に、健診受診勧奨チラシを商工会議所だよりの折り込みとして配布。
・協会けんぽと糖尿病の発症・重症化予防や特定健診等の受診促進、働く世代やその家族への健康づくり推進等に向けた話し合いを通して、効果的な推進が図れるよう連携を深める。



（２）がん　（P49.50）
	令和４年度の実績　＜主な取り組み＞より

	①生活習慣の改善促進
・市内保育所こども園、小中学校を通じて乳房自己触診法のチラシを配布。
・集団特定健診（35～39歳メイン）と集団子宮・乳がん検診実施日をレディースデーとし、女性の健康について健康教育を実施。
・地域の会や子育て広場等で乳房自己触診法の健康教育を実施。【乳房自己触診法啓発人数：延べ141人】
②がん検診受診率向上
・40～50歳代が受けやすい休日検診の実施

・年代や受診歴に応じた個別未受診勧奨ハガキの送付や前年度集団がん検診受診者へメールによる勧奨通知。

・41歳の乳がん検診無料クーポン対象者には、ブレストセルフチェッカーを送付
・がん検診受診率 ※受診率算定の対象者は市の住民全体の中で40歳以上（胃がんは50歳以上、子宮頸がんは20歳以上）69歳以下
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	令和５年度の取り組み

	①生活習慣の改善促進

・通年：地域でのあらゆる機会を捉えて、がん予防・検診受診啓発の実施。
・通年：幼児健診時に乳がん・子宮がん検診の受診啓発チラシを配布。
・7月：市内保育所・こども園を通じ乳房自己触診法のチラシを配布。
・9月：市内小・中学校を通じ乳房自己触診法・検診（特にレディースデー）啓発のチラシを配布。

・11月13日：ブレスト・アウェアネス（乳房を意識する生活習慣）について市民・食生活改善推進員を
対象に講演会を開催。
・10月：各地区の子育て広場で乳房自己触診法の健康教育を実施。

・10月：市役所1階への啓発展示、丸亀城のライトアップを実施。
（がん予防・検診啓発・ピンクリボン月間啓発）

・10月16日：集団特定健診（35～39歳メイン）と集団子宮・乳がん検診実施日をレディースデーとし、減塩とカルシウム強化のためのみそ汁の試飲や、肌年齢測定、骨密度測定、乳房自己触診法の女性の健康づくりに関する健康教育を実施。
・3月：女性の健康週間にあわせて、中央図書館に啓発展示を実施。
②がん検診受診率向上
・40～50歳代が受けやすい休日検診の実施。
・地区巡回の肺がん検診会場を増やして実施。
・年代や受診歴に応じた個別未受診勧奨ハガキの送付。
・前年度集団がん検診受診者へメールによる勧奨通知。
・41歳の乳がん検診無料クーポン対象者には、ブレストセルフチェッカーを送付し、日頃の乳房自己触診と乳がん検診への意識づけを図っている。

③重症化予防
・要精検者への受診勧奨・状況把握アンケートの送付。精密検査が未受診・アンケート未返信者には、地区担当保健師が訪問等にて受診勧奨、状況把握を実施。
④関係機関との連携
・協会けんぽ被扶養者の特定健診と同時に市乳がん・子宮がん検診を昨年より１日増やして実施。



（４）COPD　（P53）
	令和４年度の実績　＜主な取り組み＞より

	1 COPD認知度向上に向けた啓発

・地区巡回の肺がん検診、市役所や図書館の展示などで、COPD予防の啓発を実施した。




	令和５年度の取り組み

	①COPD認知度向上に向けた啓発
・地区巡回の肺がん検診や地域の健康相談等でCOPD予防のリーフレットを配布して啓発。
・市の広報11月号でCOPDについての記事を掲載。

・11月の世界COPDデーにあわせて市役所1階、中央・飯山・綾歌図書館でCOPD予防の啓発展示を実施。



２　社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上
（1） こころの健康　（P54～56）
	令和４年度の実績　＜主な取り組み＞より

	①こころの健康づくりに関する知識の普及　
②学校・地域・職域などの環境に応じた取り組みの推進
・美術館（MIMOCA）と連携して、心の不調の早期発見、相談先などの啓発クリアファイルを作成し、
市内高校3年生に配布。【啓発ファイル配布数：780人】
・丸亀地域産業保健センターを通じて市内事業所に、相談先を記載した啓発物を配布。
【事業所配布数：118か所】



	令和５年度の取り組み

	1 こころの健康づくりに関する知識の普及
・９月の自殺予防週間、３月の自殺対策強化月間に合わせてうつ病やこころの健康について啓発を実施。
・マイナス1歳から始まる子育て講座や乳幼児全戸訪問事業等で、産後うつ病の予防について啓発を実施。

2 学校・地域・職域などの環境に応じた取り組みの推進
・市内に通学する高校3年生を対象に、美術館（MIMOCA）と連携して作成した、ストレス解消や心の不調の早期発見、相談先についての啓発クリアファイルを配布。
・丸亀地域産業保健センターが市内事業所訪問時に、相談先を記載した啓発物を配布依頼。
3 相談支援の充実
・「こころの健康相談」を月１回実施するとともに、必要に応じ精神保健福祉士との同伴訪問により、対象者のこころの相談や必要な情報提供を行い、継続した相談が必要な方には保健師等による支援を行う。
・妊娠届出時、赤ちゃん訪問時には全員専門職による面接を行い、こころの健康について啓発等を行うとともに、必要に応じ継続的に相談支援を行う（R5.1月からは出産・子育て応援給付金事業が開始となり、妊娠８か月頃にも必要な方には面談を行う）。
④自殺対策の推進
・丸亀市自殺対策基本計画に沿って実施。
（詳細は　令和５年度　丸亀市自殺対策基本計画　推進状況　P12　に記載）



（2） 次世代の健康　（P57.58）
	令和４年度の実績　＜主な取り組み＞より

	①子どもの健やかな発育支援
・適切な時期に乳幼児健診を受診できるよう個別の案内や受診勧奨、市内の幼稚園などに日程表を配布。

【3か月児健診受診率：96.6%、1歳6か月児健診受診率：100.0%、3歳児健診受診率：98.9%】

②子どもの良い生活習慣の確立
・受動喫煙のポスターを作成し、保健センターに掲示、市内の幼稚園などに配布し、掲示を依頼。
・マイナス1歳から始まる子育て講座にて、生活習慣や食事について妊婦やその家族に啓発【マイナス1歳から始まる子育て講座受講者数：延べ385人（オンラインで受講：47組）】【全出生数中の低出生体重児の割合：9.6％】


	令和５年度の取り組み

	①子どもの健やかな発育支援

・市内の幼稚園、こども園、保育所等に、乳幼児健康診査の日程表を配布し、意識啓発を実施。未受診者に対しては、地区担当保健師等が電話連絡・訪問により受診勧奨を実施。
・MR（麻しん・風しん混合）Ⅰ期・Ⅱ期、日本脳炎未接種者への受診勧奨を実施。
・妊娠届出後の特定妊婦（出産後の養育について出産前において支援を行うことが必要と認められる妊婦）を選定し今後の支援についての検討会を実施。また、課内でケース会議を開催し、支援の方向性や関係機関との連携等、複数の職員で情報共有する。
・電子母子手帳登録者には乳幼児健診の時期や予防接種の受診勧奨などプッシュ通知でお知らせをする。

②子どもの良い生活習慣の確立
・妊娠期からの良い生活習慣（禁煙対策、飲酒、歯と口腔の健康、食生活）について、妊娠届出時や子育て講座等の機会を捉え、妊婦本人や家族に啓発。
・電子母子手帳にて、子どもの食事や親世代の健康づくりについて情報発信。



（3） 高齢者の健康  （P59.60）
	令和４年度の実績　＜主な取り組み＞より

	①介護予防につながる生活習慣の推進
③ロコモティブシンドロームの予防と啓発

・生活習慣やロコモティブシンドローム、フレイル予防について啓発実施。
【ロコモキーパー養成講座受講者数：延べ31人】




	令和５年度の取り組み

	①介護予防につながる生活習慣の推進
・市シルバー人材センターの会報に、高年期の生活習慣についての啓発記事を掲載。
・老人クラブ会員を対象とした料理教室を1,2月頃に実施。
2 社会参加や生きがいづくり
③ロコモティブシンドロームの予防と啓発
・ロコモ度チェックとあわせて、ロコモを予防する運動について啓発を実施。
ロコモに至る前段階としてのフレイル（虚弱）予防の啓発も実施。
④感染症の予防
・高齢者インフルエンザ予防接種や高齢者肺炎球菌予防接種について、地域のあらゆる機会を捉えて接種勧奨を実施。



３　健康増進の基本要素に関する生活習慣及び社会環境の改善
※丸亀市健康増進計画市民会議メンバーと協働して推進中。
市の健康課題を共有し、計画を推進するための意見を反映させながら、市民会議メンバーによる取り組み実施や保健事業の充実を図る。
（１）食生活　（P61～68）　（詳細は　令和4年度　丸亀市食育推進計画　推進状況　P13　に記載）
	令和４年度の実績　＜主な取り組み＞より

	②バランスのよい食事をする
④野菜を食べる
⑥地産地消をすすめる
・市民会議メンバーと一緒に作成した「野菜チラシ」や「おつまみチラシ」などを配布し、啓発。



	令和５年度の取り組み

	①家族や仲間と楽しく食べる






②バランスのよい食事をする






・これまでに作成した啓発チラシ（野菜チラシ・おつまみチラシ等）を健康課や他団体と協力し配布予定。
・飯山高校文化祭にて高校生・その保護者、来場者に対し、食育SATシステムを活用してバランスの良い食事について啓発。

③朝食をきちんと食べる

・「食育と歯の健康づくり推進事業」にて、希望する幼稚園、保育所、こども園で食育SATシステムを活用し、朝食を食べることの大切さを啓発予定。
・飯山高校文化祭にて高校生・その保護者、来場者に対し、食育SATシステムを活用して朝食の大切さについて啓発。

④野菜を食べる
・市民会議メンバーと一緒に作成した「野菜チラシ」を旬の時期に合わせて地域の健康相談や会合等で配布し、啓発予定。

・飯山高校文化祭にて高校生・その保護者、来場者に対し、食育SATシステムを活用して野菜を食べることの大切さについて啓発。
⑤生活習慣病予防の食事をする
・飯山高校文化祭にて高校生・その保護者、来場者に対し、食育SATシステムを活用して生活習慣病を予防する食事について啓発。

⑥地産地消をすすめる






・市民会議メンバーと一緒に作成した「野菜チラシ」の中で、香川県産の野菜の紹介等を実施予定。



（２）運動　（P69～72）
	令和４年度の実績　＜主な取り組み＞より

	①運動（体力づくり）の必要性を知る
③楽しみながら運動ができる
・健幸10か条の啓発チラシを活用し、ウォーキングのポイントや日常生活で歩数を増やす工夫について
啓発。
・市民会議メンバーと作成した「丸亀市内ウォーキングコースの紹介」冊子を新たにマルタス等に設置した。



	令和５年度の取り組み

	①運動（体力づくり）の必要性を知る





・コミュニティと連携して、体力テストを実施。
・飯山総合保健福祉センターや各コミュニティでの健康相談に併せて、理学療法士による運動相談を実施。
②自分にあった運動習慣を身につけ日常生活に取り入れる



・若返り筋トレ教室（ひまわりセンター、飯山総合保健福祉センター、綾歌保健福祉センター：3か所）を実施。
・保健センターや各コミュニティ等で、運動教室を開催。
・特定保健指導対象者に対する運動のきっかけづくりとして若返り筋トレ教室の体験会を実施。
③楽しみながら運動ができる





・市民会議メンバーと一緒に作成した「丸亀市内ウォーキングコースの紹介」冊子をR4年度に一部コース変更し作成したものを引き続き保健センターやコミュニティ、マルタス等に設置し紹介。また、スポーツ推進委員メンバーにも活用してもらえるように配布。



（３）生きがい・休養　（P73～77）
	令和４年度の実績　＜主な取り組み＞より

	③十分な睡眠・休養をとる






・健幸10か条の啓発チラシを活用し、質の良い睡眠について啓発。



	令和５年度の取り組み

	1 生きがいを持ち、こころの豊かさを育む
・「生きがい」につながる楽しい講演会をきっかけに、市民のこころの健康につながる企画を検討中。
2 ストレスに気づき、ストレスと上手につきあう
3 十分な睡眠・休養をとる



・幼児健診等で、適切な睡眠の確保できるよう生活リズムについての保健指導を実施。
・睡眠・休養などについて健康相談や健康教育を通じて啓発を実施。



（４）飲酒　（P78～80）
	令和４年度の実績　＜主な取り組み＞より

	①お酒の害・適量を知る

②休肝日をつくる

・妊娠届出時など機会を捉え、飲酒について保健指導を実施。



	令和５年度の取り組み

	①お酒の害・適量を知る
②休肝日をつくる
・啓発チラシを用いて適切な飲酒量（指ばかり）や休肝日と作る必要性について情報提供。
・妊娠届出時に、飲酒について保健指導を実施。



（５）喫煙　（P81～83）
	令和４年度の実績　＜主な取り組み＞より

	②受動喫煙の防止
・子育て世代に向けた啓発ポスターを作成・掲示。
・妊娠届出時や幼児健診などで喫煙の害について情報提供。



	令和５年度の取り組み

	1 たばこの害を知る
・食生活改善推進員の養成講座にてスモーカライザー（呼気中に含まれる一酸化炭素の濃度測定）を実施し、
　たばこについての健康教育を行った。
・5月31日の世界禁煙デーに合わせて市役所１階でパネル展示を実施し、禁煙等についての情報提供。
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・啓発チラシを用いてたばこの害や禁煙ついて情報提供。
②受動喫煙の防止
・妊娠届出時に、本人及び家族に対する喫煙防止の保健指導を実施。
・幼児健診のアンケートから、喫煙習慣のある父母に対して、啓発チラシを用いて保健指導を実施。
・5月31日の世界禁煙デー・禁煙週間にあわせて、市ホームページ等で啓発。



（６）歯・口腔の健康　（P84.85）
	令和４年度の実績　＜主な取り組み＞より

	①歯と口腔の健康づくりに関心を持ち、積極的に取り組む
・機会を捉えて、ライフステージに応じた歯と口腔の健康づくり、歯周病検診等の受診について啓発。
【20歳の記念にチェックアップ＆クリーン受診率：10.0%】【歯周病検診受診率：16.4%】

・歯科医師会と連携し、地域の子育て広場において歯科衛生士による個別指導を実施。
また、「親子で育むお口の健康チラシ」を作成・啓発。【歯科衛生士の個別相談実施数：延べ96人】





	令和５年度の取り組み

	1 歯と口腔の健康づくりに関心を持ち、積極的に取り組む



・ライフステージに応じた歯と口腔の健康づくり、歯周病検診について啓発チラシの作成。
・歯周病検診受診率向上に向けて、受診勧奨はがきの送付及び複合受診券の中に歯周病検診の受診券が入っている旨の啓発。

・歯科医師会と連携し、地域の子育て広場において歯科衛生士による個別指導を実施。また、「親子で育むお口の健康チラシ」の配布。

・地域の子育て広場で、母子保健推進員や保健師によるお口のマッサージの啓発。
・幼児健診時に保護者に対して虫歯予防や受診勧奨等の保健指導を実施。同時に保護者自身の歯周病の知識やかかりつけ医を持つことを意識してもらうよう作成した歯周病のチラシの配布。

・乳幼児期から身体への興味関心を持てるよう、幼稚園・こども園の親子を対象に「食育と歯の健康づくり推進事業」として、歯みがきの大切さなどの健康教育を実施。




（７）健康管理　（P86.87）
	令和４年度の実績　＜主な取り組み＞より

	①健康に関心を持ち、必要な健診を受け自分や家族の健康状態を知る

・健康づくりのきっかけづくりとして、かがわ健康ポイント事業「マイチャレかがわ」の利用について、
元亀くんだより等で啓発。



	令和５年度の取り組み

	①健康に関心を持ち、必要な健診を受け自分や家族の健康状態を知る
・家族ぐるみで生活習慣病予防に取り組めるよう、保健事業の参加者や愛育班会員等に啓発を実施。
・かがわ健康ポイント事業　「マイチャレかがわ」の利用促進のため、健康課の事業でチラシを配布したり、庁内会議で関係課に呼びかけ、ボーナスポイント対象イベントの追加。
・啓発チラシを用いて、ライフステージに応じた各種健（検）診の受診勧奨。
（ １（１）糖尿病（２）がん（３）循環器疾患 参照）



（８）地域・環境　（P88～92）
	令和４年度の実績　＜主な取り組み＞より

	②地域のつながりを深め、安心・安全な生活を送る
・関係各課と庁内会議を開催し、各課の取り組みについて情報共有、意見交換するなど連携。
【庁内会議開催数：2回（延べ32人出席）】



	令和５年度の取り組み

	1 環境を整え、病気や事故から身を守る




・地域の会などで感染症予防に関する健康教育を適宜実施。












②地域のつながりを深め、安心・安全な生活を送る



・機会を捉えて、地域とのつながりや人と人とのつながりの大切さについて伝える。
・関係各課と庁内会議を開催し、各課の取り組みについて情報共有、意見交換。
関係課が主催の行事等で、啓発物を配布してもらい広く市民に周知できるように働きかける。

【6/23に第1回を開催し、22課が出席】



○「第2次丸亀市健康増進計画　後期計画」「毎月10日は健幸の日」「健幸10か条」の啓発状況等
	令和４年度の実績　＜主な取り組み＞より

	・後期計画、令和4年度　重点的に推進する健幸10か条1、4、6について、市役所や図書館での展示や出前講座等での啓発実施。【延べ1939人】



	令和５年度の取り組み


	


令和５年度　第２次丸亀市食育推進計画　推進状況（P101～112）
計画の目標：「食」で広がる　健康とふれあいの輪　まるがめ







	令和５年度の実施予定内容

＜主な取り組み＞より

	（１）自分にあった食生活の実践


※健康増進計画の食生活分野の取り組みとあわせて推進。
・食育SATシステムを活用して、ライフステージに応じた食事指導。

食育と歯の健康づくり推進事業（園児・保護者）
飯山高校文化祭（高校生・保護者）
筋トレ教室参加者（40歳以上）
出前講座（小中学生・教職員）

特定健診(35歳～49歳)
（２）食文化の継承と地産地消の推進
・食育ネットワークメンバーが郷土料理を次世代に伝える事業。地産地消事業
お正月料理実習や地元の桃を使った焼肉タレ作り、学校給食でできる限り丸亀市産の農産物を取り入れるための様々な活動、地元農産物を活用した食品レシピの開発、お味噌づくり

（３）食を取り巻く環境の整備




・食育ネットワーク会議構成メンバーの事業が丸亀市の食育を効果的に推進。

食育ネットワーク会議を2回開催。

6月の食育月間には、関係機関・団体の活動を紹介する食育パネル展示（市役所1階・中央図書館）

食育講演会


令和５年度　丸亀市自殺対策基本計画　推進状況　（P116～119）


計画の目標：誰も自殺に追い込まれることのない丸亀市の実現







	令和５年度の実施内容

＜主な取り組み＞より

	（１）自殺予防に対する理解促進
・9月：自殺予防週間にあわせて、市役所1階で啓発展示を実施。
・3月：自殺対策強化月間にあわせて、中央図書館で自殺予防の展示や啓発物の設置を実施。
自殺対策基本計画の概要や取り組み、相談場所についての啓発チラシを作成し、子育て広場や健康相談等で啓発物を配布予定。（R4年度：22回721名）
（２）自殺予防に取り組む人材育成
・市役所新規採用職員や包括支援センター、福祉課相談支援員を対象としたゲートキーパー養成講座を開催予定。【ゲートキーパー養成数：595人（R5.4月末現在）※平成28年度からの累積】
（３）相談・支援体制の整備
・相談窓口情報等の発信は（１）と同時に実施。
・精神保健福祉士等によるこころの健康相談を月1回実施し、継続支援が必要な場合は健康課の地区担当
保健師が連携して対応している。
・相談の場に出てこられない対象者には、精神保健福祉士と保健師が訪問して相談対応を行っている。
・妊産婦への支援の充実とし、妊娠届出時、赤ちゃん訪問時に保健師助産師が面接し、必要に応じ継続的に相談支援を行うことに加え、R5.1月から出産・子育て応援給付金事業が開始され、妊娠８か月頃にも必要な方には面談を実施することで、妊娠中期以降に不安が生じた方にも出産前に相談対応する。
・庁内10課による自殺対策事務調整会議を開催し、実行プランに基づき各課の取り組みを共有し、庁内関連部署と連携し、自殺予防の推進について努める。



資料





市役所での展示
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